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　 The 　purp （rse　ef 　thiS　study 　is　to　investig飢 e　how 　the 　aged 　persons　adapt 　them5dves 　to 山 e　liv血 g
environment 　and 　the　environmental 　temperature ．　 A 　 survey 　of 　questionnaire　 on 山 e　daily　Iiving

action 　and 　the　rcsidential 　thermal 　adaptation 　have　been　conducted 　on 　about 　3
，
000　aged 　porsons，

1iving　in　various 　regio 【rs，　in　summer 　and 　winter 　time ．
　 The　re5ults 　arc 　as 　follows：

　 （1）The　structure 　of 　bOdy　has　become 　smaller 　and 　thinner 　with 　aging ．

　（2）There　have　been　high　correlations 　between　aging 　and 　actions　involved　in　the 　physiological
factors．　 Thc　amount 　of 　sleeping 　time 　has　become 　longer　and 　the　frequcncy　to　go　to　stoo1

，
　during

sleeping ，　has　increased　with 　aging ．

　（3＞Asigni 丘cant 　regional 　difference　h 艮s　been　recognized 　in 出 e　frequency　of 　bathing．　 Groups

of 　aged 　persons　at　high　latitude，　who 　take　fewer　bathes，　spend 　longcr　time 　fbr　one 　ba 出 ing　than

groups 　at　Iower　latitude．

　（4）AseasQnal 　di仔 erence 　has　been　remarked 洫 the　amount 　of 　sleeping 　time ，　dlat　has　become
Ionger　in　winter 　time 　because　ef 　the　delay　of 　the 　hour　of 　rising ．

　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 （Roccivcd　July　1， 1991）

KeyWords 　：　the　aged 　高齢者，　 residential 　environment 居住環境，　 thermal 　adaptation 　温熱適

応 ，
daily　liVing　actlon 　日常生活行動．
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　 1． 緒　　1

　わ が 国 に お け る高齢者問題 の 特徴 と し て ，諸外国を は

る か に 上 回 る速 さで 高齢化が 進 ん で い る こ とか ら， 将来

と くに 疾病率 や障害率 の 高 い 75歳 以 上 の 後期高 齢者 の

割 合 が増 加 す る こ と， ま た 1980年の 時点で 約 7割 で

あっ た高齢者の 同居率が，2000年に は 5割程度 に 低下 し ，

高齢者の 夫婦世帯 お よび 単身世帯 が 大幅 に 増加す る こ と

が 見込 まれて い る．

　 こ の よ うな 諸外 国 に 例 を み な い わ が 国 の 高齢化は，住

宅計画に も強 い 影響を与える こ とは 確実 で あ り， 高齢者

に よ りよ い 適応をもたらす建築条件を探 り， 身体機能低

下 に よ るパ リ ア を 除 去 し，そ の 許容程度を 明 らか に す る

こ とが 住宅計画 の 上 で 重要な 課題の 1 つ とい え よ う．

　 と こ ろ で ，人間を と りま く物理的環箋 の うち 温度条件

は 最 も基本的 な環境因 子 で あ り
D ，温度 の 人体へ の 影響

に 関 して は ， 従来よ り体温調節や 気候適応の 面か ら医学

や 生 理 学 の 分 野 で ，多 くの 研 究 が 行わ れ て い る．また ，

高齢者 の 温度刺激 に 対す る体温調節反応に つ い て の 報告

も比較的多 くみ られ る．しか し，こ れ らの 研究は実験室

実験で の 測 定 が 殆 ど で あ り，高齢者を 対象 と した 場合個

人差が 大 きく， 且 つ 身体機能上に 不安定要素を内在 して

い る こ とが多い の で，結果に パ ラ ツ キが多 く報告者 に よ

り結果が 統
一

的で なく， 日常 の 生活で 経験 して い る状態

とは 必ず し も
一

致 し ない 場合 が多 い ．と くに 近年老人の

事故性低体温症
2】 が 諸外国で 問題 と な っ て お り， わ が 国

で も現状調査やその 生理的 メ カ ニ ズ ム の 解明に 取 り組 ま

れ て い る，体温調節機能 の 減退 に よ る温熱適応能力の 低

下 は とくに 後期高齢者に 問題が あ り，高齢者 の 単独世帯

の 増加 が見込 まれ て い る わ が 国 に お い て は ， 早急 に 高齢

者の 温熱的居住環境条件を考 え る必 要があろ う．

　 そ こ で ， 本研究 で は 高齢者 の 居住環境 づ くりの た め の

基礎資料を得 る 目的 で ， とくに 身体機能 に 影響の 大きい

温熱環境 に つ い て ，地 域環境 と の 関 わ りで 高齢者 の 生 活

を と りあげ ， 主 に 日常生活状態に お け る 環境 との 温熱対

応を明らか に す る こ とに した．

　 本 研 究 は，昭 和 62年 を 初 年 度 と す る 科 学研究費総合

研究 （A ）に よ っ て 行わ れ た 研究 プ 卩 ジ ェ ク ト3⊃
の
一

部

で あ り， 次 の 点か ら検討を加 え て い る．

　すなわ ち，日常生活 に お け る居住環境内で の 温熱的対

応 の 仕方を中心 に ， 生活空間や行動様式，心身機能の 活

動 レ ベ ル な どに つ い て ， 気候風土 の 異な る全国各地 に 居

住す る 高齢者 を対象 と し て ， 全国
一
斉に ア γ ケ ー ト調査

を行 い
， 加齢 に よる共通的特性 と地域 に よ る特異性 に つ

い て把握 した．さ らに ， 詳細な検討を行うた め，特に 防

62

寒防暑対応 に つ い て ，具 体的 な 着衣 ， 住み 方な どを 中心

に 訪問聞き取 り法に よ り事例 調 査 し，生 活環境 と生活の

実態を具体的 ・総合的に 把握す る と と もに ，問題点を明

らか に し た ．

　本研究の 報文は 計 5 報を計画 して い る．第 且報すな わ

ち本報 で は ， ア γ ケート調査の 目的 ・概要 と， 主 と して

高齢者 の 生 活基盤 （基本的事項） と 日常生 活行動 に み ら

れ る特徴に つ い て，第 2報 は 聞き取 り調査 を ま じえ て の

着衣 対応 に つ い て ，第 3 報 は 同様 に 住 み 方対応に つ い て，

そ して 第 4報 で は 居住環境 ， 年代差
・季節差 な どの 面か

ら総合的に 検討を加え ， 高齢者の 特徴に つ い て 明 らか に

し，さ らに 第 5報 で は 本研究の ま とめ と し て ，加齢 に 影

響を及 ぼ す諸要因 とそ の 度合い を定量的 に 導 き出 し，高

齢者 の 居 住 環境づ く りの 提案を 試み る予定 で あ る．

　2・ 研究方法

　（1）調査対象地 区

　本研究が高齢者の 居住環境と温熱適応能力 に つ い て，

老化に よ る共通的特徴と環境の 違い か ら招来 され る特異

的特徴の 把握 に 主 眼を設定 し て い る こ とか ら，対象地域

の 選定 に つ い て は ，
つ ぎの 観点 か ら行 っ た．

　す な わ ち，気候風土 の 異 な る地域 として ， 北海道，東

北 ， 関東 ， 中部 ， 東海， 近畿 ， 中国 ， 四国 ， 山陰，九州

の 各地域 の 中か ら表 1 に 示す 10地 区 を 選ん だ．なお ，

近畿地方 で 3 地 区選 ん だ 理由は ．同緯度地域内で 居住地

環境 （都市部 ， 農山村 ， 郊外） の 違 い を調 べ るた め で あ

る，

　（2）調査項 目

　高齢者の 生活基盤として 表 2 に 示す よ うに
， 属性，健

康状態など ， 日常生活の 活動 レ ベ ル と して ， 生理的生活

項 目や家事作業へ の 参加程度 ， 外出頻度や ス ボ ーッ活動

な ど，さらに 居住環境との 対応 に 関 して は ． 住宅環境条

件 や そ の 評価， 防暑 ・防寒 対 策，着衣 ・寝床条件な どに

つ い て 詳細な 調 査 を 実施 し た ．

　（3）調査期間

　温熱的 対 応 を 調べ る 目的 か ら， 気候条件の 厳 し い 夏季

お よび冬季 とし，夏季 は 昭和 62年 8〜 9月，冬季は 昭和

63年 1〜2 月に か け て全国
一
斉に ア ン ケ

ート調査を行っ

た．

　（の 調査対象者

　各地区 に 居住し特に 支障なく日常生活を送 っ て お り，

そ の 地 区の 老人大学や高齢者学級に 所属して い る 人を 中

心 に選び ， 各地区男女 150名程度を目標と し ， 夏季， 冬

季同一人 に 依頼す る こ とを原則 とし た，また ， 比較対象
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表 1．ア ソ ケ
ー

ト調査対象者 （夏季）

a ．地 区 別 b ．高齢者 年代 別

高　　齢　　者 大　学　生

人 数 （人）
年代 （歳）

人 数 （人）

人数 （人） 平均年齢 （歳） 男性 女性

男性 女性 男 性 女 性 男性 女性

道

手

潟

京

知

阪

庫

良

島

分

海北

岩

新

東

愛

大

兵

奈

広

大

9914912816817723415710515812023212915913416217915211921419068．3168

，9974

．9273
．1972

．2467

．8865

．7672

．2770

．707
置，62

67．2668

．8573
．5870

．3172

．7568

、　0265

．0且

69，1367

．9370
．09

5056

佃

605750465982

50505170496051625960

60〜6465
〜6970

〜7475
〜7580

〜

刎

姻

柵

跚

 

姻

51S39329388

合 　 計 1，494　　　　1，670　　　　70，42　　　　69．17 538 562

表 2．調査項 目

属 　性・…・・………年 齢 ， 身 長 ， 体 重 ， 家 族 構 成 ， 職

　　　　　　　 業

健康状態
…………

持病 ， 自覚症状

日常 生 活行 動……睡 眠 ， 入 浴 ， トイ レ 回 数，家 庭 で

　　　　　　　 の 仕 事，ス ポ
ー

ツ ， 外 出頻 度 ， 着

　　　　　　　 衣 状 況 ，寝 具 の 種 類 な ど

居 住 環境 …………住 ま い の 場 所 ， 居 室，寝室 ，住 み

　 　 　 　 　 　 　 心 地

防 暑 対 策 …………防暑 法，室 温 調 節 法，暑 さ に 対 す

　 　 　 　 　 　 　 　る 抵 抗 力 な ど

防 寒対策 ・……・・…室 温 調節法 ， 暖房器 具使用開始時
　　　　　　　 期，寒 さに 対す る 抵 抗 力 な ど

と して 同地区 に 居住す る 若年者男女 （大学生 ） そ れ ぞ れ

50名程度 に っ い て も，同様の 調査を実施 した．各地 区の

各季節に お け る ア ン ケ
ーb 回答者数に つ い て は ， 表 1 に

示 す とお りで あ る．

　（5）調査結果 の 処理

　次 の 2 つ の 面か らの 検討を 行 っ た ．すなわ ち，  地区

特性を 比較するた め に，10地 区 に つ い て 各項 目毎 に 男

女別 ， 年代別に ク ロ ス 集計を行 い ， 若年者群との 比較も

行っ た．さ らに 居住地環境別 の 比較 も行 うた め ， 都市部 ，

農山村 ， 郊外 に 分類 し ， そ れ ぞれ の 地区毎 に 検討 を 行 っ

た．  加齢に よ る 共通的 な特性 を導き出すた め，60歳

以上 80歳未満 を 5歳毎 に 4段 階 と 80歳以 上 の 合計 5 段

階に 分類して年代比較を 行 っ た．ま た ， 各調査項 目間の

ク ロ ス 集計も試み た．なお ， 高齢者群と若年者群 とで は

両群間の 年齢差が 大 きすぎ， ま た，住宅環境に もか な り

の 違 い が あ り， すぺ て の 項 目に つ い て 比較検討す る こ と

は出来ない の で ， 第4 報で ま とめ て 記述す る に止 め た．

　3． 結県お よ び考察

　（D 調査対 象者数

　調査対象者は 表 1−a〜c に示 す如く，高齢者群で は夏

季調査 に お い て 男性 1，494 名 ， 女tt　1，　670 名，合計 3，　IM

名で あ り ， 地区間に 若干 の 差 は み られ るが ， 殆 どの 地区

が男女それぞれ 100〜200名 の 範囲に あ っ た．ま た 若 年

者群は男性 538名 ， 女性562 名，合計 1，　100名 で あ っ た ．

なお ， 冬季もほ ぼ類似の 数が 得 られ て い る．

　（2）生活基盤

　 1） 調査対象者の 基本的属性

　年齢構成 ： 各地区 に お け る 対象者 の 平均年齢 は表 1−a

に 示す とお りで あ り ， 夏季の 例 で は 男女共新潟 が 最 も高

齢 （男性 74．9歳，女性 73．6歳）で，兵庫が 最 も若 く

（65．8 歳，65。0 歳）両者の 間に は 8〜10歳 の 差 が あ り ，

冬季 も同様の 傾向が 認 め られ る．ま た ， 全国平均 で は 夏

季で男性 70．　4歳 ， 女性 69，2歳であり冬季は経年に よ り

約 O．5 歳高くな っ て い る ．な お ， 年代別分布を 表 1−b に

示す．地区別 の 合計数 に 比 ぺ て 各例 と も少ない の は ， 年

齢が 記入 され て い な い もの を 省い た か らで あ る．

　家庭環境 ：配偶者 の 有無，家族構成 ，同居家族数 に は ，

い ずれも年齢 との 相関が 高く， な か で も配偶者の 有無は

図 1に 示すとお り強い 相関 （xs検定値 P〈0．01）が認め
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図 2．同居家族 の 年代別 ・地区別比較

られ ， とくに 女性 で その 傾向が著 しい ．夫婦の 年齢構成

と男女 の 寿命差 の 関係か ら， 女性 で は 60歳代後半で約

半数が 「配偶者なし」であるが ， 男性 の こ の 年代で は 僅

か 6 ％程度で あり， 大半が 「配偶者あ り」となっ て い る．

男女 とも約半数が 子供又は 子供の 家族と同居して お り ，

加齢 とともに その 割合が増加す る が，一方，「一人 暮 ら

し」 は 男性 で 3 ％ に 対 し女性 17 ％を占め （図 2−a），昭

M

和 62 年度 に おけ る厚生省が 行 っ た 推定値
ω

の 男性 且，9 ％ ，

女性 8．0 ％ と比 ぺ て か な り高 い 数値 で あ る．こ れ は対象

者が 自立 で きる高齢者 で あ る とい う特性 に よる もの と考

え られ る．

　同 居家族 に は 地区差 もか な り認 め られ （図 2−b），男女

と も愛知で 子供 との 同居率が群を 抜い て高 く， 北海道や

大分 で 比較的低 い ．また ， 女性 の
一

人暮 ら しは北海道 ，

（784 ）
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図 3．居住環境 （男性）

b ： 地 区別比較

の 曲

大分 ， 大阪で 比較的高 く， 愛知 ， 新潟 ， 兵庫 で 低 い の が

特徼的で あ る．

　職業 ： 男女とも殆どが 無職 で あ り ， 有職者 で も自営業

が多 い ．

　 2） 居住環境

　図 3−a に 示す とお り男女共約半数 が都市部 に 居住 し て

お り， 次い で郊外 （約 30％）農山村 （約 15％） の 順 で

あ る．地区別 に は 図 3−bの とお り若干 の 差があ り， 東京

以西 で 都市部が やや 多 い が，奈良県で は 畏山村が 圧倒 的

に 多 い ．なお ， 各地区毎 に 男女 と もほ ぼ 同
一

場所で 調査

して い る の で ，女性の 場合 も男性 と同様 の 傾向が 認め ら

れ て い る．また ，彼等の 大部分 が 木造一戸建て に 居住 し

て い る．各躙査地 の 居住環箋の 特徴に つ い て 概略 を 述べ

る と， 次 の とお りで あ る，

　北 海道 地 区 は，道中央部 に 位置す る旭川市の 居住者を

対象 と した が ， 上 川盆地 の中に あ る同市は内陸性気候特

有 の 年間の 気温差が激し く，冬季は道内の 諸平地中最も

寒冷で ，最低気温
一30℃ を記 録 す る こ と もあ るが，夏

季 は 逆 に 比較的高温 （平均気温 25℃）で あ る．対 象 者

の 居住 地 域は 都市部が 65％ と東京 に 次い で 多 く， 住宅

の 寒冷地 対策 が 講 じ られ て い る 関係上 居住環境 の 評価は

良好で あり，
ベ

ッ
ドの 使用率が高く洋風 の 生活様式 の 者

が多 い ．

　岩手地区は 盛岡市を対象とした が，同市は 東北北部に

位置 し， 年平均気温は青森市 とほ ぼ同様で低温で ある．

北海道に 次い で 都市部 が 多 く （60　％ ），対象住宅 の 居室

の 大 きさ や 日当た りは ， ほ ぼ 全国平均並み で あ る．

　新潟地区 は 新潟市 を対象 と した が ， 同市は 日本海側特

有 の 気候 とし て 冬季 の 積雪量 は あ ま り多 くな い が ， 大陸

か らの 季節風が 強 く寒冷で あ り， 逆 に 夏季 は フ ェ
ーン 現

象 で 最高気温 30℃ を越す場合 もあり， 年間の 気温較差

が 大 きい ．居住地の 環境条件は 都市部が 50 ％ 強 を 占め

新興住宅地 が混在 し て い る 地域 で あ る．

　東京 は 都内板橋区周辺の 居住者を 対象 とし た関係上都

市部が 圧倒的 に 多 く，集合住宅の 割合が他の 地域に 比べ

て最 も高く 15％ を 占め る．地理的背景が 影響 し昼間 の

居室と寝室が 同一で ある者が多く，居住環境は 全国平均

よ り低 い 水準 と考 え られ る．

　愛知地区は 名古屋の 北部 に 位置す る 江南市 を対象地 域

と し た が ， 居住環憤は 奈良 に 次 い で 農 山村が 多 く （約

30 ％ ），住戸 面積も全国 平均 よ り広 く居室 も一階で 日 当

た り， 風通 し の 良 い 住 宅 が 多 い ．

　大阪地 区は 大阪 湾の 北東部 に位置す る大阪市内とそ の

近郊地域 を 含み ，都市部は 比較的少な い が集合住宅の 割

合 が東京 に 次い で 多い ．

　兵庫地区は 県中央部の 内陸部で あ り，環境は 都市部，

郊外，農 山村 の 割合が 平均的に 分布 して お り，木 造一戸

建 て 住宅が 多 く， 日当た りも良 く昼間 と夜間 の 居室が 異

なる 者が 多 く，比較的良好な環境 とい え る．

　奈良地区 は 奈良市の 南部に 隣接す る 農村 の 多い 天 理 市 ，

天理市か ら さ らに 南約 60　krn に位置す る 吉野郡の 山間

部 を 選定 した．住宅 は 殆ど
一

戸建 て で ，夏季 は 涼 し く，

冬季は冷え込 み がきび し い が，住居環境は 良好とい える．

　広島地区は 地方都市 と して最も東部 の 福山市を選 ん だ

が，都市部と郊外が相半ば し木造一戸建 て ，建築年数の

比 較的古 い 住宅が多い 、瀬戸内気候の 特色 と し て の 夏季

の 蒸 し暑 さ の た め か 扇風機 の 利用 が 全国 ト
ッ

プ で ある が，

冬季は 大阪，兵庫地区 に 比べ て 寒冷 で 暖房 器具 の 使用 開
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始時期が早 い ．

　大分地区は 東部の 大分市内を 中心 とし，一部 に 隣接都

市の 別府市を含む．気候 は 温暖で 寒暖の 差 が 少な く，夏

季 も それ ほ ど高温 に は な らず，住宅 の 風通 し も よ く居住

環境も比較的良好 で あ る．

　 3） 身体状況

　体格 ；地区別 に 身長 ， 体重，及 び肥満度指数として ケ

ト レ 指数s，

（体重 （kg）／身長 （m ）
z
）を 図 4 に 示 す．身長，

体重は対象者の 自己申告に よ る回答結果を集計 した もの

で あ り， 実 測値で は な い が厚生省が 昭和 62 年度に 行 っ

た 測定値
6｝ と比較す る と ， 各年代と も本調査結果 の ほ う

が若干大 きい 値 を示 して い る．しか し，平手
7⊃

らが老人

ホ ーム 居住者や 老人大学 の 学生らを 対象 と して 行 っ た 実

測値と比較 して 各年代 と も殆 ど変わ らな い 値で あ る こ と

か ら，全体 の 傾向 を把握 す る に は 問題が な い と判断 した．

身長 は男性 で は 東京 ， 大阪，兵庫が 高 く新潟，愛 知，奈

良が 低 く， 男女 と もに や や 西 高東低 の 傾向が 認め られ る，

体重は身長 と類似 の 傾向を 示 し両者の 間に は 相関が 認 め

られ るが ， ケ ト レ 指数に お い て もほ ぼ 同様の 傾向を示 し

て い る．つ ま り ， 平 均 的 に み て 身長 の 高い 者は 体重 も重

く且 つ ケ ト レ 指数 も大きい とい うこ とに な る が ，こ れ に

該当す る地 区の 対象者の 平均年齢は 他の 地 区に 比 べ て 若

く，逆 に 測定値の 小さい 地区で は 年齢が高い こ とがわ か

る ．こ の こ とか ら体格は 地域差 とい うよりもむしろ年齢

との 関係が 優位 に 表 れ る こ とが推測 され るが ， 次 に 述 べ

る年代比較に お い て 明白 と な っ て い る．

　体格の 年代比 較 を 図 4−b に 示 す．本図 よ り身長 は加齢

と と もに ほ ぼ直線的 に 減少傾向を示 し て い る （X2 検定

値 P〈0．01）．加齢 に 伴 う脊柱弯曲など に よ る身長の 短

縮 は 多 くの 研究7）−9｝
で 認 め られて い る が ， 本調査対象者

に お い て も時代的な体格差に加 え て ， こ の よ うな経年変

化の 影響などに よ りもた らされ た結果とい え よ う．体重

に っ い て も身長 と同様な下降線を 示 し て い る が ， ケ ト レ

指数に 示 され る よ うに 加齢に従 い 全体 に 痩身 とな り， 先

の 地区比較に お い て 年齢 との 関係が 推 測 され た こ とを 裏

付け て い る．

　図 4 に 示 されて い る 標準偏差 か らみ て加 齢 に 従い 個人

差が 大 きくな る 傾向が 認 め られ，高齢 者一般 に み られ る

傾向 と一致し て い る．なお ， ケ ト レ 指数 で は 70歳まで

は女性 の ほ うが高い 値を示すが，70歳代で は 両者ほ ぼ 同

じ値を 示 し，80歳以上 で は む しろ女性 の ほ うが 小 さ い 値

とな っ て い る こ とが ， 特徴の 1 つ と して あげ られ る．ま

た，ケ ト レ 指数 の 平均値は 男性 22．1女性 22，4 を示 し，

こ の 数値は 沼尻 ら
1ω に よ る 肥満判定 の 基準値 24，0 よ り
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図 5．自覚症状の季節別比較

い ずれ も小 さく， 全体的に 肥満傾向は 認め られない ，

　 健康状態 ：健康状態 に 関 し て は ， 本調査 の 目的 に 関係

す る と思わ れ る 疾病や症状を挙げ ， その 罹患率を調 べ た ．

持病があ り通院治療 して い る 割合 は ， 図に は 示 して い な

い が 男性 6B ％，女性 73％ と女性 の ほ うが 約 5 ％多 い ．

また ， 持病 の 中で最も高率を示すの が高血 圧 であり，男

女と も 30％近 くを占め る．次 い で 神経痛，心臓疾患の

順 とな り，神経痛は 男女差 が 大 きく女性が 男性 の 2 倍近

くを占め る．逆 に ， 消化器系疾患 は 男性の 訴え率 が 女性

を し の ぐ唯
一

の 病気で あ る （い ずれ も t 検定値 Pく0．Ol）．

本調査 で と りあげ た病気の 有病率を，厚生省が 行 っ た 昭

和 61年度の 国民生活基礎調査
11）

の 結果 と比 較す る と類

似 の 傾向を示 し，最も多い の が高血 圧 を は じめ とす る循

環器系の 病気 で あ り， また，消化器系の病気に つ い て も

男性 の ほ うが高率と な っ て い る，な お，持病に は あ ま り

明確 で は な い が 地 区差も認め られ ， 調査 項 目中最 も訴 え

率の 高い 高血 圧 で は，関東以北 の ほ うが 以西 に比 ぺ て や

や高率を示す．

　自覚症状 の 訴 え率 も全般に 女 性 の ほ うが高く，図 5 の

如くと くに筋骨格系の症状と して の 関節の こ りや 痛み ，

腰 の 冷え は 30 ％ 以上の 訴え率があ り， 男性 の 2 倍以上

を占め る項 目が 多 い （い ず れ も t検定値 P＜0．Ol）．関

節 の こ りや 痛 み は 冬季 よ りむ しろ夏季に多い傾向を 示す．

　（3）生 活 行動

　D　生理的生活

　睡眠行動 ： 睡眠行動に 関 し て は ， 図 6 に 示す如 く性差 ．

年代差 ， 季節差が顕著に認め ら れ る （xt，　t 検定値 とも

に P＜0．Ol），就 寝時 刻 に は性 差 ，年代差 が あ り，女 性

の ほ うが 15分前後男性 よ りお そ く就寝し て お り，また ，

加齢に従い時刻が早期化す る．起床時刻 に は 季節差があ

り， 冬季の ほ うが 夏季 よ り男女 と も40 分遅延す る．そ

の結果，睡眠時間は 起床時刻が お そい 分冬季 の ほ うが長

く，平均で 男性 8．80時間，女性 8，48時間，夏季は それ

ぞれ a14 時間 ， 7．　88 時間 とな り， 冬季 で 20 分 ， 夏季 で

45分女性 の ほ うが 短 い （表 3）．こ の結果 は 昭和 60年度

国民生 活時間 調 査 結果
12 ）

と比 べ ，ほ ぼ同程度 の 値 を 示 す

もの と考えられ る．睡眠行動 に お け る加齢の 影響 は ， 就

寝時刻に 顕著 に 認め られ，加齢に 従い 就寝時刻が早期化

す る 傾向が あ り， その 結果 と して 睡眠時間が延長する ．

　昼寝は男女と も夏季約 55％，冬季約 28％が行っ て お

り性差 は ない ．し か し加齢に 従 い 昼寝 を す る 者が 増加 し

且 つ 時間 も長 くな る 傾向が 認 め られ る．

　就寝中 トイ レ に 行 く傾向は 高齢者 の 特徴 の 1 つ で あ る

が，こ れ に 関 して も年代差，季節差が認 め ら れ （X2 検

定値 PくO．　Ol），加齢に 従い 一晩に 2〜3 回 以上行く者の

割合が増加し て い る （図 7）．そ して就寝中 の トイ レ 行

動 は睡 眠 妨害要 因 とな っ て い る が， トイ レ回 数 と睡眠 満

足度 との 間に はか な り高い 関連がある こ と が 明 ら か と

なっ て い る （第 4 報参照）．

　入 浴行動 ： 夏季 の 例に つ い て 地区別 に 比較す る と ， 図

8 に 示す如 く入浴時間は 東京以北 で は 10〜20 分 を 中心

に ， それ よ り長 い もの と短い もの が 同程度で あ る の に 対
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（時 ： 分）

7：40 表 3．睡眠行動 （平均値）

7 ：2D 夏　　季 冬　　季
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床 6：40
時
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11：00
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睡 眠 時 間

　　（hr）
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時
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　 9．A
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　 8」5
睡
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眠 a2
時 ao
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　 7．6
　 7．4
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図 6．睡眠行動の 年代別 ・季節別比較

し ， 愛知以西 で ｝t 　10分以内 の も の が 多 い ．また ， 入 浴

頻度 は 入 浴時間 と逆相関を 示 し，東京以北 で は 北に 行 く

に 従 い 頻度が 顕著 に 減少 し ， 北海道で は 2〜 3 日に 1回

の もの が過半数を占め る よ うに なる （X2検定値 P〈O．OD ．

冬季に お い て もこ の 傾向は 類似 して お り，入 浴行動 に お

い て は 年代差 よ りもむ しろ地 区 差 が 優位に 表 れ，温熱環

境 が 要因 とな っ て い る こ とを物語 っ て い る．

　季節 の 影 響 は 回 数，時間 と と もに 認め られ （t 検定値

P〈 0．Ol），入 浴 回 数は 男女共夏季 で は 1 日 1回 が 75 ％

を占め 圧倒的 に 多 い が，冬季は 60％ に 減少 し 2 日に 1

回 又 は 3 日に 1 回 が 増加す る．しか し ， 冬季に お い て も

1 日 1回 が 60％を占め る こ と は，高齢者に とっ て冬季

の 入浴 は 保温効果を 目的 と し た行動 で あ り， 且 つ 楽 し み

の 且つ と して 欠 か せ な い 重 要 な生 活 行動 で あ る と い え よ

う．入 浴時間に つ い て は，夏季 で は 男女 と も 10分以内，

10〜20 分以内の もの 合わ せ て 75％ を 占め る が ， 冬季に

は 10分以内が 大幅 に 減少 し ， 20〜30分，30 分〜 1時間

の もの が増加す る ，又 ， 男女差が 若干あ り， 女性 の ほ う

が 男性 よ り入 浴時間 が や や長 い ．

　2） 活動時間帯

　 活動時間帯 に つ い て は，外出時間帯 お よび 気分 よ く動

け る時間帯に つ い て 問うた が，い ずれ も類似の 傾向が認

め られた の で ， 気分 よ く動ける 時間帯 に つ い て 述ぺ る ．

　 図 9−a に 示す如 く ， 夏季 に お い て は 東京 以 西で 午前中

の 回 答率が 北部地区に 比べ て 多 い ．こ れ らの 日常生活行
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13）

か らみ て ．

東京以北に 比べ て 以西 の ほ うが よ り厳しい 傾向にある こ

とも， 影響要 因 とな っ て い る と思われ る．また 年代差 も

多少認め られ，75歳 以上 で は 男女 と も 「午前中」 お よび

「日に よ っ て 違 う」が増加 し て い る．さ らに 季節差 も認

め られ ， 夏季 の 方が 暑 さ との 関係で 午前中 を特定 して い

る もの が多 く， 冬季 では 時 間 帯を選 ば な い も の が 最も多
い．牲 差 も若干み られ ， 全 般 に 男性 の 方が 「どち ら も変

わ らない 」が多い が ， 女性で は 「日に よ っ て 違 う」 が 男

性 よ り多 く，その 分 「どち らも変わ らな い 」 が少 ない ．

（789）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

日 本家政学会誌　Vol．43　No ．8 （1992）

　3）　家事作業へ の 参加度

　全般に 家事作業へ の 参加度 は 高く， 何らか の 家事作業

を引き受けて や っ て い る積極的参加者は 男性で 5割，女

性で は 6 割以 上 で あ る．又 時 々 手伝 う とい う消極的参加

を入 れ る と，それぞれ 8 割 ， 9 割以上 で あ り，大部分 の

男女が家庭 の 仕事を受け持 っ て い る と い え よ う．図 10

の 如 く年代差 は男女ともに認め られ るが 女性で よ り顕著

で あ る．すなわ ち，女性 で は 男性 に 比 べ て 60 歳代に お

ける積極的参加が多 く8割以上 を占め る が ， 加齢 と と も

に 参加の 程度 が後退 し， 80歳代で は 男性 との 差が認め ら

れ な くな る （X2 検定値 pく0．　OI）．

　4． 要　　約

　高齢者の 居住環境に お け る 温熱的対応 の 仕方 の 特徴を

明 らか に す る こ とを 目的 と して ， 気候
・
風土的特徴の 異

な る地 域 に居住する高齢者を対象に，日常の 生活空間や

行動様式，室内環境や暑さ，寒 さ へ の 対応の 仕方などに

つ い て ア ン ケ
ート調査を 行い

， 加齢1こ よる共通的特性と

環境 の 違 い か ら招来され る特異的特性 の 把握 に 主眼をお

い て ，分析を行 っ た，

　本研 究 は 5 報か ら構成 され て い るが，本 第 1報に お い

て は 調査 の 概要お よび 高齢者の 生活基盤 と日常の 生活行

動 に み られ る特徴に っ い て，地区差，年代差，季節差，

性差 な どの 点か ら把握 した ，結果を要約すれ ば次の とお

りで あ る．

　（1）高齢対象者 の 約半数が彼等の 子供また は家族と同

居して い るが一
人暮 らしは 全国平均 よ りか な り高率を示

して い る．

　（2）地 区 差 が 認め られ る 項 目に は 入 浴 行動や活動時間

帯が あ り． 高緯度地城 の ほ うが 低緯度地域 に 比 ぺ て ， 入

浴回数は 少ない が入浴時間 は 長 く， ま た ， 気分 よ く動

け る 時間帯も 「午後」 また は 「午前，午後どち らで もよ

い 」 とす る者の 数 が多 い ，

　（3）年代差 は体格， 睡眠中の トイ レ 回数，睡眠行動や

家事活動 な ど主 に 身体の 生理機能に 関わ る項 目に 顕著に

認め られ ， 高齢ほ ど身長 ・体重の 減少 と痩身傾向が み ら

れ ，
トイ レ 回数は増加 し，睡眠時間は 延長 ， 家事作業へ

の 参加度は 低下する．

　（4）冬季は 夏季に 比 べ て 睡 眠 中の トイ レ 回 数が増加 し ♪

起床時刻 の 遅延 に よる睡眠時間 の 増加 ， 昼寝を し な い 者

の 増加 ，入 浴回数の減少と時間の 増加 ， 活動時間帯 を特

定 しな い 者 の 増加 な ど，季節 に よ る 影響も顕著で ある．

　（5）女性 は 男性に 比べ て就寝時刻が 遅く， トイ レ 回数

は 少 な く，入浴回数は少ない が時間 は長 い．また，持病

や 自覚症状が 高率に 現れ る傾向が認 め られ る．

　本研究を行 うに 際 し， ア ン ケ
ー

ト調査に ご協力 くだ さ

い ま し た多 くの 調査対象者 ，
ご便宜 を お 図 り くだ さい ま

した各地 区の 教育委員会ならび に 関係諸機関 の 方 々 に ，

深甚の 謝意を表 す る次 第 です．
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